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1 ・わき社協 この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています

いちじく

狩り

　９月24日、福祉農園で実ったいちじくを収穫していただこうと、
和木町親和会、和木町手をつなぐ育成会の会員を招待し、いちじく
狩り体験を開催しました。
　一週間前に開催を予定していましたが、台風のため延期となった
この日は秋晴れ。その分いちじくの収穫は減ってしまいましたが、
参加者の皆さんはいちじくがとても好きな人たちばかり。「昔はよ
く採っていた」とか、「いちじくは高価なもんじゃけ」など楽しそ
うに会話しながら、また、収穫の難しい方をお互いに助け合いなが
ら、収穫していました。
　参加者の皆さん、お疲れ様でした。

～福祉農園～



2 ・わき社協

まめちしき

赤い羽根
共同募金

　赤い羽根共同募金はわが国で唯一の国民総参加を目指す募金運動です。
　国民１人ひとりがその立場でこの運動に参加していただこうと、様々な募金
方法を取らせていただいています。家庭で、街頭で、職場、学校など１人ひと
りにできる場所で、積極的にこの運動に参加していただき、住んでいる地域の
福祉に関心を持って下さることを願っています。

など、地域のいろいろな活動のために役立てられています。

　共同募金は、民間の社会福祉事業を支援するための募金として「社会福祉法」に位置づけられ、全国
一斉に展開されます。皆様からお寄せいただいた尊い寄付金は、地域福祉のために役立てられます。

昨年度の実績額は 2,661,327 円で、       
そのつかい途は下記のさまざまな分
野の予定です。

Ａ募金（山口県内の福祉施設等配分募金）
使途 山口県内の福祉施設等（和木町を含む）

に事業費として配分されます。
Ｂ募金（和木町内の福祉活動配分募金）
使途 和木町内の福祉活動推進事業費として

配分されます。
Ｃ募金（歳末たすけあい募金）
使途 歳末たすけあい事業として、和木町内

の方々の見舞金等に配分されます。

平成２３年度目標額

２,７00,000円２,７00,000円２,７00,000円

障がい者が働く作業所に支援

除雪支援

高齢者におせち料理

在日外国人支援

イベント開催

ボランティア団体に支援

障がい者が働く作業所に支援

布団乾燥ボランティア

高齢者の会食

子どもの遊び場

障がい児キャンプ

手話・点字

高齢者の音楽療法

日本語教室

地域での安心パトロール

福祉施設にスロープ

福祉施設に移動車輌

福祉・防災マップづくり

地域サロン

高齢者向け料理教室

障がい者が働く福祉農園

サロンで陶芸教室

子ども達と高齢者の交流

知的障がい者の音楽療法

地域の環境整備

障がい児のおもちゃ図書館

福祉施設・団体に車いす

スポーツ

子育て支援

病院ボランティア

子育てサロン

高齢者のための入浴車

入浴支援

三世代交流

ボランティアのための講座

子ども達への文化伝承

高齢者への配食サービス

ひとり親パパ料理教室

餅つきで世代間交流

福祉施設のクリスマス会

障がい者スキー

在日外国人と文化交流

福祉施設の増改築

絵本の読み聞かせ

子ども達への文化伝承

悩みごと電話相談

自殺防止

地域の災害活動

緊急時対策

地域の環境美化

更生保護・非行防止

高齢者向けサロン

障がい者が働く作業所に支援

DVシェルター

ホームレス支援

福祉情報を伝える

学習・研修

市民向け講座

地域防犯対策

動物ふれあいセラピー

学童保育

10月1日（土）～12月31日（木）





☆元気の源は〝笑い〟から☆  ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!☆元気の源は〝笑い〟から☆  ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!

　７月２２日、社協役職員５２名が、今年度の社協役職員
視察研修に参加しました。
　今年は、岡山県倉敷市にある「野﨑家塩業歴史館」と
「むかし士下津井回船問屋」を見学しました。
　日ごろは各地区の福祉の分野で活躍されておられる役職
員同士、かつて製塩業と新田開発で財を成した野﨑家の、
建物と庭園が創建のまま保存されている民家を会話をはず
ませながら散
策し、互いに
親睦を深めら
れ た こ と で
しょう。

　

和
木
小
学
校
六
年
生
（
57
名
）

の
児
童
た
ち
が
、
敬
老
の
日
に
お

祝
い
は
が
き
を
作
成
し
ま
し
た
。

最
近
は
電
話
な
ど
の
普
及
に
よ

り
、
昔
に
比
べ
る
と
は
が
き
な
ど

文
章
で
人
と
交
流
す
る
機
会
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
敬
老
の
日
に

手
書
き
で
温
か
み
の
あ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
の
日
常

生
活
に
、
ひ
と
時
の
安
ら
ぎ
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
し
て
く
れ
た
児
童
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
長
生
き
で

い
つ
ま
で
も
長
生
き
で

役職員視察研修会役職員視察研修会

役職員の皆さん
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私
達
の
サ
ロ
ン
「
み
ど
り
の
会
」
は
、

お
互
い
の
近
況
話
し
に
花
を
さ
か
せ
た
り
、

童
謡
を
歌
っ
た
り
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
と
、
毎
回
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
病
院
の
先
生
の
お
話
や
リ

ハ
ビ
リ
運
動
の
指
導
な
ど
も
受
け
て
い
ま

す
。
又
、
町
外
研
修
で
は
、
工
場
見
学
や
植

物
公
園
な
ど
に
も
出
か
け
て
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
等
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
「
明
る
く
生
き
生
き
と
し

た
楽
し
い
サ
ロ
ン
へ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地

域
に
根
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社協より、にゅ～すをお届けします社協より、にゅ～すをお届けします社協より、にゅ～すをお届けします

4 ・わき社協

み
ど
り
の
会

活
動
場
所
▼
関
ヶ
浜
二
丁
目
集
会
所

活
動
日
時
▼
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
〜

活
動
地
区
▼
緑
ヶ
丘
一
・
二

代
表
者
名
▼
吉
國
昌
子

会
員
数
▼
20
名

　

今
年
で
25
回
目
を
迎
え

る
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
、
10
月
30

日
㈰
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

社
協
で
は
毎
年
恒
例
と

な
り
ま
し
た
、
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
大
変
な
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い
る
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
を
、
9
時
30
分

よ
り
今
年
も
盛
大
に
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
提
供

さ
れ
た
タ
オ
ル
類
や
洗
剤
、
陶
器
類
や
雑
貨
用
品
な

ど
を
多
数
出
品
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
も
掘
り

出
し
物
を
探
し
に
き
て
下
さ
い
。

福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
!!

福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
!!

昨年のバザー会場

　平成23年度の赤い羽根共同募金が、今年も10月１日よ
りスタートしました。
　今年度も町内で街頭募金を予定しておりますので、皆様
方の温かいご協力をよろしくお願いします。

ご協力お願いしますご協力お願いします

■10月30日㈰　9:00～15:00
　わき愛あいフェスティバル会場
　和木中学校グラウンド３ヶ所
　（正門・体育館横・駐車場出入り口）

■12月16日㈮　17:00～18:30
　ＪＲ和木駅東口・西口昨年のようす

（ＪＲ和木駅）

児童と敬老はがき



5 ・わき社協

　和木町社会福祉協議会では、町内に居住されます方のご逝去に際し、葬儀の簡素化を旨として、指定葬儀社
と委託契約を結び一定価格で葬祭が出来ますよう致しております。葬祭事業の内容について概略を説明いたし
ますので、ご不幸に逢われました時の参考にしていただければと思います。

社協が行っている 葬 祭 事 業 に つ い て

☆ 社協への連絡窓口について ☆ その他、手続き・準備等について
葬儀等の
日程を決める

1.

2.

3.

5.

6.

7.

お寺さんに枕教をお願いし、通夜、
葬儀の日時を決 める。

お手伝いの依頼 自治会、講の方に連絡しお願いする。

4. 遺影写真の依頼は…… ますい写場　℡：52-3627
和木2丁目12-38

埋葬許可の
取得は……

役場住民サービス課（死亡診断書必
要）が担当窓口 （休日・夜間は、守
衛さんが対応してくれる）

供花依頼は……
（なるべく早めに）

和木生花店　℡：52-7254
和木2丁目8-13
くにきよ園芸　℡：52-8778
和木5丁目2-38

タクシー・マイクロ
バス等の依頼は……

和木交通　℡：52-5110
和木2丁目8-11
(フリーダイヤル 0120-191719)

お弁当等の
依頼は……

玉川　℡：53-3553
和木1丁目11-28
八百秀　℡：52-4581
和木3丁目1-15

和木町社会福祉協議会

休日・夜間
（勤務時間外）

田尾　　勲

松本健太郎

事務局 ℡：52-8644
和木2丁目15-22

自　宅 ℡：53-3848
和木1丁目7-44-6

自　宅 ℡：53-2523
和木2丁目13-2

☆ 社協での対応について
（1）

（2）

（3）

（4）

ご連絡を受けますと、係員が参上してご相談に応
じます。

葬儀に際し、生花一対をお供えいたします。

香典を持参し、弔問いたします。

町外で葬儀を営まれる場合は、生花にかえて供花
料を、香典と一緒に弔問時に持参いたします。

※霊柩車の宮型霊柩車はご遠慮下さい。   
霊柩車の使用料を支払った後、使用料請求書（社協所定用紙）を和木町社会福祉協
議会に提出されれば、使用料として規定額（14,280円）をお支払いします。

☆葬祭事業委託契約単価表
DCBA

105,000円84,000円63,000円42,000円

 20,790円（バン型に限る）

14,280円

1セット　105円（封筒の無い場合53円）

4,200円

3,150円

8,400円

5,250円

5,250円　追加１冊５25円

8,400円

10,500円

42,000円   
受付椅子、香炉、通夜香炉、棺かけ、マイクセット、式進行一式、道路看板等

210,000円182,000円136,000円63,000円

品　　　　名

お        棺

霊   柩   車

搬 　 送 　 車

礼 状 は が き

位 　 　 　 　 牌

脱   臭   剤

ド ラ イ ア イ ス

佛 　 　 　 　 衣

香 典 帳 一 式

ストレッチャーふとん

骨 壷

そ 　 の 　 他

祭        壇 
（含、幕、前飾生花、供物）

※なお、ご遺族の都合により会葬礼品が必要な場合は、従来通りの価格（５００円/個）とする。
遺影写真・生花・花環・照明等は別料金とする。

☆ 指定葬儀社
・葬儀社は、指定３社のうちより
選んでください。

・何れでもよい場合は、３社を交
互に利用させていただきます。

※葬儀社が決まると、左記単価表
によって決定してお願いするこ
ととなります。

㈲
大
竹
市
民
葬
祭

☎
52-

5
6
9
9

大
竹
市
南
栄
2-

4-

3

㈲
大
竹
葬
儀
社

☎
52-

3
9
2
7

大
竹
市
本
町
1-

7-

24

㈱
ベ
ル
コ
東
山
口

☎
45-

1
2
0
0

岩
国
市
御
庄
4-

1
1
0-

8

駐
車
場
約
1
0
0
台
分
完
備

駐
車
場
約
5
0
台
分
完
備

駐
車
場
約
2
0
0
台
分
完
備





7 ・わき社協

　町内のゴミ集積場近くに設置してある「ア
ルミ缶回収箱」のアルミ缶を回収するボラン
ティアを募集します。
　内容など詳細につきましては、社会福祉協
議会（☎52-8644）までご連絡ください。

　再生封筒づくりの紙を回収しています。福
祉会館、役場の回収箱へお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　（清和会）

　アルミ缶の回収にご協力ください。資源サ
イクル活動と福祉資金になります。町内の回
収箱へ。　　　　　　　　（缶ペコグループ）
 
　点訳ボランティアの仲間を募集しています。

（点訳すばるの会）

　リングプル（アルミ缶）を回収しています。
福祉会館までお願い致します。　　（青い鳥）

ぼらんてぃあのことならボ連協へ⇒☎52-8644
（社会福祉協議会内）

　

い
よ
い
よ
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

開
催
と
な
り
、
少
し
づ
つ
大
会
色
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、「
選

手
・
役
員
の
皆
様
に
お
土
産
を
…
」
と
、
8

月
18
日
か
ら
一
週
間
、
残
暑
厳
し
い
な
か
各

グ
ル
ー
プ
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
し
お
り
人

形
を
５
０
０
個
作
成
し
ま
し
た
。　
　

　

初
対
面
の
方
、
顔
見
知
り
の
方
と
楽
し
い

交
流
場
所
と
な
り
、
わ
き
あ
い
あ
い
の
雰
囲

気
の
な
か
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
中
に

３
名
の
男
性
の
方
が
大
奮
闘
し
て
く
だ
さ

り
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
し
お
り

が
、
選
手
・
役

員
の
皆
様
の
心

の
安
ら
ぎ
と
な

り
ま
す
様
に
、

又
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体

の
成
功
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
様

に
、
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
方
へ
の
黙
と

う
で
始
ま
っ
た
今
年
の
交
流
会
は
、
９
月
29

日
、
蜂
ケ
峯
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
大
竹

市
30
名
、
和
木
町
17
名
の
方
々
が
集
い
ま
し

た
。

　

午
前
中
の
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
終
了
後
、

午
後
か
ら
は
大
竹
市
三
ツ
石
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
少
し
で

も
住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
に
、
自
分
た

ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
為
に
活
動
す
る
姿
勢

に
は
大
い
に
感
服
し
、
改
め
て
私
達
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
深
さ
に
気
づ
く
一
日

で
し
た
。

　盆踊り大会は、夏の行事として盛大に行われてきました
が、時代とともにかつての賑わいがなくなってきました。
　盆踊りは先祖の供養として、地域では古くから行われてい
ました。
　私どもの盆踊り愛好会は、この盆踊りを受け継いで盛り上
げようと、同志が合いより造り上げたグループです。現在会
員は30名で、毎月一回集い練習会をしています。会員は高
齢者が大半ですが、盆踊りは楽しく和やかに、心身の活性化
にもよろしいようで頑張っています。
　盆踊りは和木音頭、蜂ヶ峯音頭、炭坑節、岩国音頭などで
す。今夏も、わきあいあい苑、和木あけぼの公園、関ヶ浜盆
踊りに参加しました。

～和木盆踊り愛好会～
輝け！！ぼらんてぃあ

し
お
り

　 

づ
く
り

し
お
り

　 

づ
く
り

〜
国
体
へ
向
け
て
〜

交
流
研
修
会



8 ・わき社協

新しい生命新しい生命新しい生命新しい生命

◎
わ
き
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議

会（
５
２―

８
６
４
４
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

◎
よ
り
充
実
し
た
わ
き
社
協
だ
よ
り
を
お
届
け
す

る
為
に
、
紙
面
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
感
想
を
募
集
し
ま
す
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
記

事
や
、
こ
う
し
て
み
て
は
？
等
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
届
け
下
さ
い
。
ま
た
、
社
協
だ
よ
り
に
掲

載
し
た
い
記
事
や
写
真
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　 

問
い
合
わ
せ
先

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

T
E
L
（
０
８
２
７
）５
２―

８
６
４
４

　

F
A
X
（
０
８
２
７
）５
３―

２
８
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
。
無
事
に
終
了
し
、
な

ん
と
山
口
県
が
初
の
天
皇
杯
（
男
女
総
合
優
勝
）
を

獲
得
し
ま
し
た
。
終
盤
ま
で
東
京
に
リ
ー
ド
さ
れ
、

一
時
は
前
回
大
会
（
１
９
６
３
年
）
を
思
わ
せ
る
展

開
で
し
た
が
、
最
終
日
の
競
技
で
逆
転
、
そ
し
て
引

き
離
し
て
の
勝
利
で
し
た
。
そ
の
前
回
は
東
京
に

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
差
の
２
位
だ
っ
た
だ
け
に
、
今
回

の
優
勝
は
リ
ベ
ン
ジ
と
共
に
山
口
県
を
大
い
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
、
表
紙
の
写
真
に
も
出
て
い

る
福
祉
農
園
。
昨
年
は
日
照
り
と
野
鳥
の
影
響
で
、

ほ
と
ん
ど
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
野

鳥
対
策
と
し
て
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
か
け
た
こ
と
も
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
収
穫
が
で
き
ま
し
た
。

　

連
日
の
暑
い
な
か
収
穫
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
両
）

ご
意
見
・
ご
感
想
の
募
集

寄付のお礼
（平成23年7月1日から9月30日現在 順不同）

 社会福祉協議会に、上記の方からご寄付をいただき
ました。ご厚情に対して厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、和木町内の地域福祉事業を推進するた
めに、有意義に活用させていただきます。なお、社会
福祉協議会では、香典のお返し、お見舞い返し、チャ
リティー等のご寄付を常時受け付けております。
※「社会福祉協議会」へのご寄付は、所得税の控除
　対象となる寄付金に指定されています。

７　

月
沖
田　

利
夫
様
（
和　

木
）

田
畑
ト
キ
江
様
（
和　

木
）

河
本　

三
頼
様
（
和　

木
）

柳
澤　

春
子
様
（
和　

木
）

8　

月
松
本　

憲
治
様
（
和　

木
）

増
金　

正
明
様
（
和　

木
）

近
藤　

泰
之
様
（
東
京
都
）

9　

月
倉
橋　

勝
彦
様
（
和　

木
）

隅
原　

博
之
様
（
和　

木

香
典
返
し

香
典
返
し

香
典
返
し

9　

月
山
本　

壽
枝
様
（
和　

木
）

広
田　

太
一
様
（
和　

木
）

工
藤
八
重
子
様
（
和　

木
）

大
友　
　

勝
様
（
和　

木
）

匿　
　

名　

様

　

9　

月

吉
岡　

房
子
様
（
関
ヶ
浜
）

髙
倉　
　

武
様
（
和　

木
）

7　

月
藤
本　

高
士
様
（
和　

木
）

９　

月
山
口
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
様

指
定
寄
付

指
定
寄
付

物
品
寄
付

物
品
寄
付

お
祝
い
返
し

お
祝
い
返
し

一
般
寄
付

一
般
寄
付

あ
し
あ
と

7 月 村中實美さん、野脇君子さん、木村ヒデコさん
宮野生榮さん

8 月 米元　榮さん、森本スミ子さん、森本初子さん
安村豊子さん、吉岡房子さん

9 月 上岡フシコさん、正木キヨノさん、齋木正士さん

　平成23年７月１日から９月30日までの間に、上記の方が米寿
を迎えられました。本当におめでとうございます。これからも元
気でお過ごしください。

Ｈ23．4．1～6．30までの間に産声を
あげた赤ちゃん（13名）に、民生委
員さんと一緒に絵本のプレゼントを
しました。元気な赤ちゃんのかわい
いお顔で癒されてください。

～赤ちゃん絵本の
　　　プレゼント～

彩香里ちゃん

聖弥くん

明莉ちゃん

芙羽愛ちゃん

琉葵くん 彩葉ちゃん

優花ちゃん 海仁くん 望笑ちゃん

結翔くん

月愛ちゃん虎哲くん 夏埜ちゃん
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